
日  時 令和７年６月２６日（木）１８時３０分 ～１９時３０分 

場  所 本町コミュニティセンター 

対象地区 本町 
参加人数 １５名 
 
■要望、質疑応答 

内   容 
〇ゴミ出しについて 
（市民から） 
町会に入らないとゴミを出せない自治体もあるが、平川市ではどうなっているか。 
 

（市から） 
・町会に入っていないからといってゴミが出せないわけではない。法的には拒否できない。 
・町会加入は任意であり、ゴミの回収は行政サービスであるため、町会に加入していない

からといってゴミが出せないことはない。ただその折半として、例えば使用料で相応の

額を納めてもらうなど、やりかたを決めていくべきと思っている。 
 

（市民から） 
 ゴミの集積場所の清掃は町会費の中から出ている。町会に入らない人のゴミ出しに関し

て、市側でゴミを個別に集める案はないか。 
 
（市から） 
・現時点では考えていない。 
 
（市民から） 
 例えば町会が解散し、ゴミの集積場所の管理をやらない場合、業者に請け負ってもらう

のか。 
 
（市から） 
・自分たちの地域は自分たちで維持していくという基本的な考え方がある。できるだけ町

会内で解決してほしい。 
 
〇町会について 
（市民から） 
町会に入ってくれない。町会役員になってくれない。町会の存続が危ぶまれている。こ

れらについて意見を伺いたい。 
 
（市から） 
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・市では、１つの町会でできないのであれば、２つか３つ、あるいは小学校単位で組んだ

うえで運営する地域運営組織を進めている。現在は、西地区まちづくり委員会と東部地

区運営委員会で取組んでいる。また、碇ヶ関地区においても町会運営が厳しい場合に、

組織を作ってやっていけるか検討している。 
・役員のなり手不足については、若い世代への働きかけをホームページで啓発するなど努

めている。 
・事務負担については、行政から町会へ文書等お願いしているが、業者委託できないか、

省略できるところは省略できないか検討している。 
 

（市民から） 
 町会に入らないデメリットは何か。 
 
（市から） 
・広報誌、回覧板が自宅に届かない。 
・例えば災害があったとき、隣近所が知らない人だと声をかけづらい。コミュニティとし

てお互い助け合うことができず、何かあったときに連携がとれない。 
 
〇駅前の活性化について 
（市民から） 
冬に開催している台湾提灯を見に来る人は、市役所と中央公園だけ見て帰る。観光の目

玉をやっているのであれば、また、中心街への誘致を考えているのであれば、平賀駅前の

飲食店に人が流れるような導線を作ってほしい。また、駅前広場を今以上に活用できない

か。駅前の商業的な活性化、人的流れの活性化について検討していただきたい。 
 
（市から） 
・駅前及び商工会の跡地の活性化について、これから調査しながら取り組んでいく。 
・人を新たに呼び込む取組が２つあり、１つ目は中心市街地活性化構想といって、新たな

活性化の方策について、今年、基本構想づくりに着手する。具体的には、現状の課題整

理、先進事例の調査、地元の方々とのワークショップ、若手職員による検討チームの設

置を進める。 
・２つ目は、「食」「農業」「観光」を融合した活性化拠点の整備について、昨年度から取り

組んでいる。今年度は、拠点の規模、場所、完成後の運営方法を検討し、意見を聴衆し

ながら構想を取りまとめる。 
 
 
（市民から） 
 人が集まらない、中心街が活性化しない理由は何か。 
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（市から） 
・平川市の未来を考える構想の中で、中心街の活性化について検討・吟味するのでお待ち

いただきたい。 
 
〇子ども会への補助について 
（市民から） 
子ども会に加入する年会費、いろいろな行事に参加する参加費の負担が大きいと思われ

る。保護者の負担が少ないと子ども会に入るメリットが大きくなる。単位子ども会にも補

助をいただけないか。 
 
（市から） 
・子ども会の活動が広がると親もつながり大きな輪になっていくため活かしていきたい。

支援については検討させていただきたい。 
 
〇駐車帯の水路について 
（市民から） 
大光寺のファミリーマートから尾上に向かって進み、滝本水稲生産組合を過ぎた先に引

座川があり、その左手前に駐車帯がある。そこの農業用排水路に先日ゴミがつまり、水路

があふれそうになった。今後、そのようにならないように、駐車帯の方に点検用の桝を入

れてグレーチングの蓋をつけることは可能か。 
 

（市から） 
・現場と公図を確認したうえで検討させていただきたい。 
 
〇不法投棄のゴミについて 
（市民から） 
同じ駐車帯の尾上側に不法投棄してはいけない旨の看板があるが、その目の前に冷蔵庫

が捨てられている。撤去は誰がやるのか。 
 

（市から） 
・本来は捨てた人だが、わからないのであれば市で撤去するしかない。 
・不法投棄については現場確認し、市民課と相談して撤去したい。 
 
〇ＬＩＮＥについて 
（市民から） 
ＬＩＮＥの登録者の状況について教えてほしい。また、検診の受付状況、のらっさの利

用状況について教えてほしい。 
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（市から） 
・現在のＬＩＮＥ登録者は４７２５人となっている。検診のオンライン申請の割合は全体

の１割、のらっさのオンライン申請の割合は全体の４割となっている。 
 
〇コンビニ交付について 
（市民から） 
平日に市役所へ行けない場合で、すぐに住民票などの証明書が欲しいときがある。コン

ビニ交付を提供している自治体もあるが、今後の予定について教えてほしい。 
 

（市から） 
・コンビニ交付について検討はしたが、導入費用及び維持費用がかなり高額であるため、

ＬＩＮＥから申請できるようにしている。 
 
〇町会の助成金の申請について 
（市民から） 
メールでの申請は対応可能か。 
 

（市から） 
・極力町会に負担がかからないように、可能な限りメールやファックスを可能としたい。

ただ、内容によっては直接やりとりする必要はある。 
 
〇雪対策について 
（市民から） 
以前から、雪で道幅が狭い、雪を処理する場所がないなどの状況が続いている。完全に

解消することはないと思うが、年々よくなっているのが見えるようであればうれしい。 
 

（市から） 
・今年は豪雪であったため、今回の雪対策については今までに経験がなかった。業者にも

無理を言って除雪してもらった。 
・西地区まちづくり委員会では高齢者の家の前にある置き雪の片づけをやっていて、高齢

者が暮らしやすい地域にしている。自分たちでできることは自分たちでやっている。 
・今年は２時～３時あたりから重い雪が随分降った。今年の反省点を活かして来年につな

げたい。 
 
 


